

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 竹トンボを知っているか聞く 自分で自由に作ったおもちゃを使って十分に遊び、楽しむ ×
2 トンボを作ったり飛ばして遊ぶ中で周りの友達の遊びに関心を持つ ×















































20 「今のは誰の声でしょうか？」などと聞いてみる 友達と一緒に遊びを進める楽しさを味わう 〇
21 どんな動きがあるか問いかけながら忍者のイメージを膨らませる 忍者になりきって体を動かして遊ぶ楽しさを味わう 〇




































30 全身を使ってみて、みんなに感想を聞く 身体のいろいろな部分を使って全身を動かす楽しさを味わう 〇  
セロハンテープで修正する。どうしても直せないほど壊れていたり汚れた
時はもう１度作り直したいか尋ね、作り直したいといわれたら予備を渡す
自然などの身近な事象に関心を持ち、取り入れて遊べるようにする。自
分だけのどんぐりを作ることで、身近な植物に親しみをもって接し、大
切にできるようにする
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　問いかけ・提案は、子どもが主体感を持って活動する上で重要な援助であり、その
視点からすれば留意点において「ねらい」が５領域の内容と一致していることが望ま
しいといえる。しかし、表１４をみてわかる通り、問いかけ・提案については３０箇所の
記述がみられ、そのうち１８箇所（６０．０％）が「ねらい」と一致していないということ
が明らかになった。
　問いかけ・提案と「ねらい」が一致していない記述ないし留意点に関する記述が記
されていない問いかけ・提案の傾向としては、保育者の意図通りに子どもを誘導しよ
うとする意識が強く、これもまた自らの部分案をスムーズに進行しようとする意識の
表れであるともいえる。反対に、一致している記述に関しては、子どもが主体感を
持って活動する視点での記述が多く、それが同時に「ねらい」と一致している傾向が
みられる。この点に関しては、今後も考察を深めていく必要があると考える。
Ⅴ．まとめ
　本研究の目的は、２年生後期に実施される「教育実習Ⅱ」における学生の指導案を
基に、「予想される子どもの姿」に対して「援助・留意点」の記述の傾向からその関
係性を検証することである。先行研究である、阿部ら（２０１８）８では、２年生前期に
実施される「保育実習ⅡＡ」の日案における学生の学びを５領域（【健康】【人間関係】
【環境】【言葉】【表現】）の視点と「子どもの姿」と「ねらい」の内容の一致度の分析
をし、学生の能力向上に向けた基礎資料を得ている。分析の結果、学生自身は５領域
において、子どもが直接動きや言葉で表していることを主観的に理解することはでき
るが、子どもの行為の意味に気付く内面の理解が不十分であることが明らかになっ
た。そのことを踏まえて、今回、学生が作成した指導案の分析では、「予想される子
どもの姿」に対して「援助・留意点」の内容がリンクしているか、また、学生の記述
からどのような傾向があるか考察を進めていくことにする。
　はじめに、学生７８名を対象に、「教育実習Ⅱ」で実際に立案した部分案の分析をし
た結果、遊び（活動）の内容に視点を当てると、１、音楽に関する内容（歌う、踊る、
音遊びなど）２、造形に関する内容（描く、作る、制作遊び、作った物で遊ぶなど）３、
運動に関する内容（体を動かして遊ぶ、なりきり遊び、表現遊びなど）の３つに分か
れる傾向が見られた。制作に関する内容を立案する要因としては、経験が浅い学生に
とっては、モノに頼り、モノを介して遊ぶ（活動）や目に見える作品を仕上げる遊び
（活動）に安心感を抱くのではないかと考えられる。また、音楽に関する内容が極端
に少なかったことに対しては、音楽に親しんだり楽しんだりすることは日常的に保育
の中で行われているが、学生にとっては遊び（活動）としての位置づけが難しいと考
えられる。
　次に、日案の中から「遊びの部分案」に関しての「予想される子どもの姿」と「援
助・留意点」の記述を抽出したところ、一回毎に指示を出し遊びの方向づけをする傾
向が伺えた。この結果から、指導案の計画通りに進めようとする学生の思いが先行し、
単なる段取り案になりがちであることが示唆された。学生の指導案作成に関しては、
『保育者になるための実習の手引き』（以下、『実習の手引き』という）では、解説や
参考文例を載せており授業でも活用している。『実習の手引き』では、学生に援助と
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は具体的行動、留意点とは子どものためになる気遣いと説明している。指導案で学生
の援助・留意点の記述の多くは、「～をする」であり、目に見える具体的な行動、つ
まり援助の内容が多かった。この理由として、学生は、教育実習や保育実習、または
インターンシップなどでしか実際の子どもの姿をみる機会がないため、日々の保育の
流れや子どもの姿を具体的に思い描いたりイメージしたりすることが難しいと考えら
れる。さらには、少ない経験が子どもの姿や動き、思いに対して表面的な関わりしか
思い浮かばない要因になっていると考えられる。具体的には、記述内容を一部抜粋す
ると、「～を伝える」「～と言葉掛けをする」「～を配る」「～を見せる」「～確認する」
「～の見本を見せる」など、保育者対子どもであり保育者が主導権を握って子どもを
誘導している傾向が読み取れる。本来ならば、子どもが主体となって遊び（活動）を
展開し、保育者も子どもと一緒に遊ぶことが望まれるが、指導案の失敗や成功にとら
われ、「指導案に記載した通りに進めなければいけない」と考えてしまいがちになっ
ている傾向がある。
　また、遊び（活動）に対して子どもの関心が薄いと予想される時や関心を引こうと
する時などの援助の在り方に視点を当てると、「良いところを褒めて次の活動につな
げる」「ピアノの前に集まるように言う」など、学生自身の援助の記述から見て、「意
欲誘発」や「指示」の傾向が見られる。それは、指導案の「ねらい」を意識して方向
づけをし過ぎたり、スムーズに進行したい思いから保育者が誘導する傾向が示唆され
た。これは、本来楽しいはずの遊び（活動）が、子どものやりたいことから逆行し保
育者がさせたい遊び（活動）になる可能性がある。大切にしたいことは、子どもの心
が動く援助であり、そのためには、子どもの興味・関心を掻き立て「子どものやりた
い感（意欲）」を引き出す援助が必要不可欠である。学生には、「子どもと遊び」（１
年生前期）の授業で援助の種類を次のように教授している。①環境構成②言葉を交わ
す③一緒に遊ぶ、活動する④認める⑤助言する⑥見守る、共感するなどである。しか
し、先にも述べたように学生は子どもの姿をイメージすることが難しいため、その援
助を具体的にかみ砕きながら、「予想される子どもの姿」に対応する援助を文章とし
て位置付けることはそう容易なことではないと推測される。また、「ねらい」を意識
しすぎて「させる保育」に傾く学生とは逆に、立案した遊び（活動）の内容が、「ね
らい」に沿っていない場合もある。または、「ねらい」に近づけていく意識の低い学
生もいる。指導案を書くことは、保育のねらいがはっきりし、環境構成や援助が明確
になり見通しを持って保育を進めることができるという利点があるが、紙面に書くこ
とで、その流れにとらわれたり縛られたりする傾向があるとも言える。さらに、指導
案の立案の時点で、「子どもの姿」と「ねらい」、「ねらい」と「活動内容」、「子ども
の姿」と「援助・留意点」がリンクしているか否かが大きなポイントとなるが、必ず
しもリンクしていない実態が明らかとなった。
Ⅵ．課題と提案
　指導案を作成するにあたって、「ねらい」を意識することが必要であるにも関わら
ず、進行が優先されており、教育上必要な５領域の視点が見られなくなるという結果
が浮き彫りになった。実際には「ねらい」に向き合いながらも、予期せぬ状況が見ら
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れるのが子どもである。そのため、日々子どもと接しているわけではない保育者養成
課程の学生にとって、実習に赴く以前に多くのシュミレーションを積ませることは有
効であるとも考える。従って、「ねらい」に基づいた「子どもの姿」と、予期せぬ状
況を多く想定する「子どもの姿」の両面からのアプローチを部分案上で行う必要があ
ると考える。そのため、提案として、これまで「予想される子どもの姿」としていた
欄を２つに分け、「ねらい」に基づいた姿である「期待される子どもの姿」と予期せ
ぬ状況を想定するための「予想される子どもの姿」の欄を設けるなどの配慮が今後必
要であると考える。そのことによって、実習に向けた指導案を課している目的がより
達成できると考える。この辺りを今後の研究、並びに教育上の提案並びに課題とした
い。
　また、学生は、授業で学ぶ子どもの姿や育ち、子どもの発達を教育実習Ⅰ、保育実
習Ⅰ・Ⅱの経験と結び付けて考えながら指導案を立案し保育現場の実習に向かう。そ
して、実践してみて改めて気づきがあることを受け、指導案の「援助・留意点」の捉
え方について、学生の記述から見えてきた幾つかの課題を基に、今後、どのように授
業を見直していくか模索していく必要がある。学生の学びを繋ぎ、積み重ねていくた
めに、子どもの姿に添った心動く遊びであったか、さらには、子どもと共に楽しめる
遊びであったかなど、丁寧に振り返りをしながら援助・留意点の在り方を検討してい
くことが必須である。その学びを実感として捉えるために、事後指導の時間を十分に
確保し、質の高い振り返りを意図的に授業に組み入れていくことが必要である。その
ために、事後指導の振り返りでは、学生が指導案を作成し実践した遊びの流れに沿っ
て、「予想した子どもの姿」と「実際の子どもの姿」を照らし合わせながら、その時々
の子どもの姿から気持ちや思いを丁寧に読み取っていく必要がある。その積み重ねこ
そが、子どもの行動の意味を推察できる手掛かりとなり、保育の出発点である「子ど
も理解」に近づく手立てになると考える。具体的な方法としては、振り返りの記録を
書く、自分で読む、読み深める、友だちと読み合う、意見交換をする、アドバイスを
もらうなどである。これは、保育現場でも日々行われていることであり、新しい気づ
きを得て、保育の在り方を見直すことに繋がる最善策である。子ども理解→指導案の
作成→保育実践→評価・反省・考察→改善→子ども理解の一連のサイクルと保育課程
（プロセス）と実習体験を通して、実践力を磨いていけるような授業での取り組みを
検討したい。
　東北文教大学短期大学部子ども学科は、長きに渡りチーム・ティーチング方式を取
り入れた特色ある授業を展開してきた。２０１９年度から新カリキュラムに移行すること
を受けて、保育を総合的・多角的にとらえることのできる保育者を養成していく上
で、科目担当者間の共通理解を図り連携を強化していくことが今後の課題である。
　本来は子どもの姿を予想し、それに対して援助・留意点を考えるものである。しか
し、計画を進行させることを考えすぎると、先に段取りを援助・留意点として考え、
それに合わせた子どもの姿を書いているように見受けられる。
　数名ではあるが、「援助をする」という記述がみられた。文脈から読み取ると、「手
伝う」「手を貸す」等の意味合いで使用していると捉えることができる。つまり、保
育における「援助」に関する知識が曖昧なまま１年半の間学びを続けていたと考えら
れ、この点については大きな課題であるともいえる。つまり、保育における「援助」
の具体的な方法はもちろんのこと、そこに存在する援助者としての根本的な考え方を
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継続して伝えていかなければならないことが示唆された。
　本来、予想される子どもの姿があり、それに関わる援助・留意点が記述されるはず
である。しかし、「分かりやすく説明する」「ハサミを準備するように伝える」など、
援助・留意点が先にきた上で予想される子どもの姿が記述されている場合がある。こ
れも、教師主導の視点で子どもを動かそうとする意識があると考えられる。
　子どもの興味・関心を読み取り、主体的な活動として保育者がねらいをもとに活動
を計画していく上で、子どもの意欲を高めることもまた保育者の能力としては必要で
ある。従って、部分案においてみられた自らの計画通りにいかなかった場合の子ども
の姿に対する援助・留意点の記述に関しては、手伝うことや配慮することのみが記さ
れており、「ねらい」に向かう上での援助・留意点のシミュレーションに意識が向い
ていないことが推察される。この点については、今後詳細な検討が必要であると考え
る。
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